
 

□本校のキャリア教育について 
 岩手県では、キャリア教育を「児童生徒が自己の在り方・生き方を考え、主体的に進路

を選択し、社会人・職業人として自立するための能力を学校教育活動全体で計画的・組織

的に育むこと」と定めています。また、「いわてキャリア教育推進検討委員会」は、キャリ

ア教育により育成すべき能力として、「総合生活力」と「人生設計力」を掲げています。前

者の構成要素は、「健康・体力」、「豊かな人間性」、「確かな学力」などであり、後者は、「社

会を把握する力」、「勤労観・職業観」、「将来設計力」等が構成要素となります。岩手県に

おけるキャリア教育は、小学校段階から高校段階までの 12 年間を一体のものとして捉えて

います。特にも高校段階においては、インターンシップや奉仕活動等のさまざまな体験的

な学習をとおして、社会と職業への理解を一層深め、将来への目的意識を育成し、生徒一

人ひとりが、社会人・職業人として自立できるように、「総合生活力」と「人生設計力」を

バランス良く育成し、社会的移行の準備を進めることが大切です。 

今回、宮古工業高校の教職員一人ひとりの教育活動に対する真摯な取り組み等が評価さ

れ、「第８回キャリア教育優良教育委員会、学校及びＰＴＡ団体等文部科学大臣表彰」を受

賞するに至ったことは、本校としても大変名誉なことです。今後とも初心を忘れず、常に

教育目標に立ち返りながら努力して参りたいと考えています。 

 

 

 

  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 進路決定状況 
□就職状況  内定率：100％ (10 月 31 日達成) 
◇進学状況  合格率：100％ (11 月 21 日達成) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山ぼうしは「立志の樹」といわれ、正門脇の「やまぼうし小庭園」には、 

『花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし』 
の碑（初代ＰＴＡ会長 盛合聡の揮毫）がある。 

山ぼうし －友愛・協調・責任－ 
2014 年 12 月 22 日 NO.9(12 月号) 

岩手県立宮古工業高等学校 校報(発行者 校長) 

縁故

応募者 管内 県内 県外 計 応募者 警察 自衛隊 計 縁故 応募者 大学 専門 各種 計

機　械　科 17 13 1 3 17 4 0 4 4 1 6 1 4 1 6

電気電子科 14 8 1 5 14 1 1 0 1 0 7 4 3 0 7

建築設備科 17 11 1 5 17 0 0 0 0 0 6 2 2 2 6

計 48 32 3 13 48 5 1 4 5 1 19 7 9 3 19

公務員

28

22

23

73

合計

就　　職 進　　学   合   格

①今年度もお陰様で就職内定率 100％を早期(10 月末)に達成しました。これで７年連

続就職内定率 100％の達成となります。 

②本校の特徴は、地元就職率が非常に高いことです。今年度の就業地別内定率で換算

すると 70.8％の生徒が管内就職となります。 

③また、進学においても合格率 100％を 11 月末に達成しました。 

④これは、本校の教育目標でもある、「進路意識の早期育成と進路実現」はもちろん

のこと、「地域の復興に向け、保護者、地域から信頼される学校」づくりに全職員

が一丸となり取り組んだ成果です。 

⑤今後とも、キャリア教育をベースに、生徒の職業人・社会人としての自立を目指し、

工業高校の特徴である「ものづくり教育」を通して「地元に愛され、社会に貢献で

きる宮古工業高校」を目指します。 

⑥３年生は卒業まで、引き続き基礎・基本の学習に取り組みます。 

祝 

第８回キャリア教育優良教育委員会,学校及びＰＴＡ団体等 
「文部科学大臣表彰」 受賞 

平成 26(2014)年１２月１５日（月）文部科学省発表 

祝 2014 未来への挑戦! リアスのフロンティア 
～宮古・下閉伊ものづくり最前線～ 

若手技術者に訊く in 宮古工業高校 (2014/11/22) 

【議事録の一部】 
Ｑ１ 仕事を始める前と始めた後、どちらが大変だったか 

【湊晴紀さん】 「仕事が始まってからのほうが大変なのは

当たり前。コミュニケーション能力が重要な職場なので、

高校時代に目上の方ともっと話をしていればよかったと感

じる。」 

Ｑ２ 生徒へのひとこと 

【佐々木伸吾さん】「仕事は大変。働いてお金をもらう以上、

それに見合う働きをしなければならない。地元に残って欲

しいと周りに言われたとき、やりたいことがあればやって

みて欲しい。しかし、宮古で育ったということは忘れず、

いつか宮古に戻り、一緒に地元を盛り上げて欲しい。大変

なのはどこへ行っても同じことだ。どこかで気を紛らわし

ながら、仕事を楽しんでもらいたいと思う。」 

【糠盛悠乃さん】「自分の知らない職種でも、仕事を覚えるう

ちにやりがいが見つかるはず。不安を感じるだけではなく、

期待を持ちながら社会人になって欲しい。」 

【信夫貴則さん】「自分が好きな仕事は楽しくなってくるの

で、それまで頑張って欲しい。」 

【川目恵美子さん】「地元に残って欲しいという気持ちはある

が、自分がやりたい仕事が県内にないのなら、一度県外に

出ることも良い選択だと思う。そして宮古にもどってその

力を発揮するのも良いのではないかと思う。」 

【湊晴紀さん】「大変なのはどの仕事でも同じことだ。先輩か

ら知識や技術を盗んで、力を付けていくことも大切なので、

頑張って欲しい。」 

【図１】パネルディスカッションの様子 

 平成 26 年 11 月 22 日（土）（10 時～12 時）、本校体育館にて、パネルデ

ィスカッションを実施しました。生徒は、「社会人・職業人としての自立」

にとって必要な多くのことを学びました。また、事後アンケートの結果も

良好でした。パネリストの皆さん本当にありがとうございました。 

【文部科学省ＨＰより】 

【図２】パネリストの若手技術者５名（前列座席）と関係者 



【１】木工製作～Solid works による～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２】スターリングエンジンカーの製作 

第18回スター

リングテクノ

ラリー大会が

埼玉県日本工

業大学で11月

8 日（土）に開

催されました。  

平成24年度

第16回大会に

釜石商工チームが岩手県として初めて参加し３秒

00 を記録しましたが、今回出場した４台のうち３

台が２秒台を出し、最速は 2.13 秒という好タイム

を記録しました。今後は上位入賞を目指し改良に

努める予定です。 

【３】電子技術を野菜栽培に活かす取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４】電気の出前授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５】３ＤＣＡＤと３Ｄ切削加工機の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６】アイデアロボットの製作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県などは１２月１６日、防災教育や活動に取り組む学校や団

体を表彰する第１０回「ぼうさい甲子園（１・１７防災未来賞）」

の選考結果を発表しました。応募した１３１団体のうち 29 団体が

受賞。ぼうさい大賞の小学生の部は、４～６年生が「防災隊」をつ

くり地域の防災活動に参加する愛知県半田市立亀崎小が受賞しま

した。高校生の部では、地域ごとの模型を製作し津波被害

の実演１００回を達成した岩手県立宮古工業高校機械科

津波模型班が選ばれました。おめでとうございます。 

また、他教科と関連づけた防災学習「新庄地震学」を実施する和

歌山県田辺市立新庄中が最優秀のグランプリを受賞しました。   

表彰式は、平成２７年１月１１日（日）、神戸市中央区の県公館

で行われる予定です。 

本校建築設備科２年“長澤 和也”君は、標記プログラムの第

１次・第２次審査の難関を見事に突破し、『ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ2015 

春休みホームステイプログラム』 へ参加することが正式に決まり

ました。おめでとうございます。参加者は、春休みの２週間、アメ

リカのワシントンＤＣ近郊（予定）ホストファミリーの一員として

日常生活を共にしながら、高校生活をはじめ、さまざまな異文化交

流活動に参加します。パスポートの取得、英語力の更なる強化（宮

古市の英語による紹介 etc.）等の準備を!! 

■プログラムの概要 

◇派遣先：アメリカ合衆国 ワシントンＤＣ近郊（予定） 

◇期 間：２０１５年３月２１日（土）～２０１５年４月４日（土） 

◇募 集：震災発生時に福島県・岩手県・宮城県に在住しており応

募時点で中学校３年生から高校３年生の者 

◇費 用：主催者全額支給（主催者：特定非営利活動法人 文際交

流協会（ＢＩＥＥ）） 

【図３】Solid Works による製図(左) 完成したデスク下スタンド 

 平成 26 年度  

校内課題研究実践発表会 
2014/11/28(金) 

 

   これまで学んできた２Ｄ-ＣＡＤを応用し、立体的

なＣＡＤを通してものづくりを行うことに興味をも

ちました。『Solid works』の基本操作を習得し、木

工製作にかかわる作図を行い、図面を読み取り、製

作を行いました。 

【図４】部品製作から組み立てまで 

【図５】自動電照装置（左）と自動散水装置（右） 

   本課題研究の目的は、計測制御プログラマーを用

いた自動電照装置と自動散水装置の製作を通し

て、家庭でも気軽に野菜栽培ができるシステムを

開発すること。今後も改良を続ける予定です。 

【図６】直列つなぎ及び並列つなぎ（左）電気の働きの活用風景（右） 

   小学校４年生「電気の働き」について、赤前小学校か

ら、教材作成や指導法に関する要望を聞き取り、同校副

校長先生と緊密に連携をとりながら出前授業を行いま

した。また、電気の働きを活用したものづくりとして，

乾電池や光電池などを用いた自動車を製作しました。 

【図７】Solid Works によるミニカー(左)と切削加工機による試作（右） 

   本課題研究の目的は、①３ＤＣＡＤの基本的な技術を身に

付けること。②３ＤＣＡＤの特徴を理解すること。③３ＤＣ

ＡＤの設計データを利用すること。④３Ｄ切削加工機で試作

を行うことの４点です。本年度はこれらの目的を達成したの

で、今後は本格的な試作品づくりに取り組む予定です。 

   本研究の目的は、ロボットの製作を通して、工作機械の操

作方法や製作技術を向上させ、全国大会を目標に県大会では

上位を目指し課題を探すことです。 

      建築設備科のロボットは見事全国大会出場を果たしました

が、本機は残念ながら県大会で敗れてしまいました。 

【図８】アイデアロボット「激おこプンプン丸」（左右とも） 

 ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ 2015  

春休みホームステイプログラムへの難関突破  

 

 第 10 回ぼうさい甲子園  

津波模型班 「ぼうさい大賞」 受賞   

祝 

祝 


